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全職員、外部スタッフの皆様 

音楽会のご指導、お仕事ご支援ありがとうございました 

音楽会の実施に向けて、数々のご尽力ありがとうございました。先生方のお力なくして今

回の成功はありえませんでした。各学年が演奏の完成にとどまらず、「人格の完成」をめざ

し、学年や個々の実態・発達段階に応じた指導をしてくださっている様子がわかりました。 

 事務・主事・栄養士、給食の皆さん方には、裏方をしっかりと支えていただいたことで全

体の運営がつつがなく進行できました。教職員の皆さまに改めて感謝いたします。  

特に委員長の菅井先生には、4 月当初から従来とは異なるプログラムの開発のための「ま

とめ役」を担ってくださいました。「未だ実施したことのない」計画は「根回し」も含めた

気配りも特別でした。プランを形にする過程は「相当の大変さ」があったと拝察いたします。

誠実に直向きに調整や実施計画作成、諸準備に当たられるお姿とご熱意に頭が下がりました。 

特に音楽科については、他の教科・領域より難しい対策を迫られる教科です。「感染防止

対策を十分に」言葉にするのは簡単ですが、言い表せない各学年のご苦労が多々あったこと

でしょう。 

あわせて、今回の実績は、一時の成果にとどまらず、本校の「レガシー」となる手法、強

みとして今後も継承していくよう皆様のご意見をいただきながら努めてまいります。 

この行事を通して、多くの成長、「メタ認知」の高まりが見られたことが、各学年の演奏、

チームワーク、一人一人の表情や立ち振る舞いから「ひしひしと」感じました。ご指導ご支

援に重ねて感謝申し上げます。 

そして、音楽会が終わりました。これからが大切です 

・学年で振り返りの場を設けてください。（短い時間でけっこうです） 

・成長を実感させてあげましょう。 

・学校生活の中で、「音楽会で身に付けたことを生かしているね、さすがだね。すごいね」

などと「全体で、個別に、さりげなく」賞賛してください。そして、真の力にしてくだ

さい。 
 

大事なのは、これからの学校生活に生かすということです。それぞれの学年で目指そうと

したこと、行事で見られた良い面が本物の力として定着するために、今日以降の授業に意図

的・計画的に指導を行うことが、音楽会の本当の成功です。 

 

節目で学びに向かう力（メタ認知）を育てるチーム関北にしていきましょう 


